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文序

仙台市は今年度、政令指定都市への移行を目標として、広域都市圏を

形成していた泉市 。宮城町・秋保町の一市二町との合併を推進いたしま

した。合併によって生まれた新仙台市は、面積でこれまでの約 3倍とい

う広大な市域となりました。これにあわせて、市内に登録されている遺

跡数はおよそ700ケ所余りとなり、文化財に対してこれまで以上にきめ細

かな対応がもとめられるようになろうかと思われます。

今回報告いたします 3遺跡は、旧宮城町教育委員会において発掘調査

が実施されたものであります。

宮城地域は広瀬川の上流に拡がる、豊かな自然にめぐまれた地域であ

り、田植踊りや剣舞、鹿踊などの民俗芸能をはじめとして、数多くの文

化財がのこされているところでもあります。

こうした豊かな文化遺産を守りながら、これからの新しい「まちづく

り」のなかに、どう活かしていくべきか、市民の皆様とともに考えてい

く必要が感じられます。

これからも文化財保護への深いご理解とご協力をお願いするととも

に、調査にたずさわっていただいた多くの方々に対しまして、心より御

礼申しあげる次第であります。

1988と卜3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例     言

1。 本報告書は、昭和60年度に旧宮城町教育委員会が実施した、山万株式会社による錦ケ丘

ニュータウン造成工事に伴う谷津A遺跡・谷津 B遺跡・声見遺跡の発掘調査報告書である。

2.報告書作成にあたっての遺物整理は原河英二 。工藤信一郎が担当し、石器実測については

吉岡恭平の協力をえた。

3.本文の執筆・編集は工藤が行なったが、●)戸見遺跡Ⅳ章 2石器・石製品は吉岡による。

4。 本報告書中で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 1:25,000「 仙台市西北部・熊

ケ根」の一部及び、 1:50,000「 宮城町管内図」の一部を使用している。

5。 実測図中の水糸高は標高で示している。

6.実測図中の方位は磁北に統一してある。仙台市において磁北は真北に対して西偏 7° 20アであ

る。

7。 本遺跡の調査・整理に関する記録・出土遺物は、仙台市教育委員会文化財課で保管してい

るので活用されたい。

調 査 要 項

1.遺 跡 の名称 谷津A遺跡・谷津B遺跡・戸見遺跡

2.遺 跡 所 在地 谷津A・ B遺跡 :仙台市上愛子字谷津18番地他

戸 見 遺 跡 :仙台市上愛子字峯岸地内

3。 調 査 主 体 宮城町教育委員会

4。 調 査 担 当 宮城町教育委員会社会教育課

主事 原河英二 主事補 正藤信一郎

5。 調 査 期 間 1985年 10月 4日 ～12月 2日

6。 調査対象面積 谷津A遺跡 約4,000∬ 谷津 B遺跡 約1,000m2 戸見遺跡 約3,000ぜ

7.発掘調査面積       約250∬         約8m2      約900m2

8.調 査 協 力 山万株式会社

9.調 査 参 加者 山口宗一 阿部幸彦 横山秀俊 (以上山万株式会社 )

佐藤きよ子 佐藤はな 佐藤ケサノ 戸内りゑ 戸内きわ子

10。 整 理 参 加者 鈴木富江 佐藤きみ 太田広子 白井まき子 松野由美 松本一博

佐藤美紀 相沢きみい 柴田くに子 庄子笑美子 戸内敬子 和田久江

小田部三起子
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I.遺跡の位置と環境

1.位置と立地
谷津A・ 谷津 B・ 戸見の 3遺跡は、仙台市上愛子字谷津・字峯岸に位置している (第 1図 )。

」R仙山線愛子駅の約 2 km南方、仙台市宮城総合支所 (旧宮城町役場)の南側にあたる。

現状は、谷津A遺跡においては休耕田で一部が畑地となっていた。谷津B遺跡・戸見遺跡に

おいては山林となっていた。

宮城地区 (旧宮城町)は、仙台市内の北西に位置し、北側で泉地区 (十日泉市)、 南側で秋保地

区(旧秋保町)、 西側では山形県と境を接する東西に長い地域である。地域のほとんどは山地及

び丘陵で占められており、西側の奥羽山脈から脈生した丘陵が東西に発達している。宮城地区

の北側には七北田。国見丘陵が、南側には青葉山・蕃山丘陵が走り、それぞれ東にのびている。

標高はともに200m前後である。

遺跡の立地する愛子地区は、この南北 2つの丘陵からはりだす小丘陵によって盆地状を呈し

ており、愛子盆地とよばれている。盆地のほぼ中央を、奥羽山脈を水源とする広瀬川が丘陵を

開析しながら東流し、数段の河岸段丘を形成している。この間広瀬川には、熊ケ根付近で青下

川と大倉川が、落合付近で芋沢川が合流し、さらに日辺付近で名取川と合流して太平洋に注い

でいる。

錦ケ丘ニュータウン関連の 3遺跡は、この愛子盆地の南、蕃山丘陵西端の斉勝沼・月山池を

水源とする斉勝川の支流、谷津川沿いの谷底地に位置している。

遺跡内の標高は130m程度である。

2.周辺の遺跡
現在宮城地区では134の遺跡が確認されている。これらの遺跡の多くは、愛子地区内の河岸段

丘や周辺の丘陵・台地上に位置している。錦ケ丘ニュータウン関連の 3遺跡の周辺には44ケ所

の分布が認められている (第 1図 )。

宮城地区の遺跡について時期別にみてみると、縄文時代の遺跡の多くは、広瀬川上流域の作

並・熊ケ根・大倉・芋沢といった西部地域の丘陵上や段丘上に数多く分布している。

今のところ地区内でもっとも古い時期の遺跡と考えられるのは、芋沢地区の蒲沢山遺跡で、

羽状縄文系土器群に伴う竪穴住居跡が確認されたほか、条痕文系土器群が出土している (宮城

町教委 :1983-部概報済)。

谷津A・ 戸見遺跡と同時代と考えられる縄文時代の遺跡としては、観音堂遺跡90。 一本杉遺

跡00。 北原街道B遺跡QOな どがある。
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このうち一本杉遺跡は、県立宮城広瀬高校建設に伴う調査において、縄文時代の竪穴住居跡

1軒 と土坑・埋設土器遺構が確認されたほか、縄文時代中期末葉～後期初頭の上器が出上して

いる (宮城県教委 :1982)。

また観音堂遺跡は、愛子バイパス建設に伴う調査において、縄文時代中期末葉の竪穴住居跡

5軒のほか、平安時代の竪穴住居跡 1軒が確認されている (宮城県教委 :1986)。

弥生時代の遺跡は、今のところ今回調査を行なった戸見遺跡と蒲沢山遺跡から土器片が出土

しているのみで、遺構等は確認されていない。

奈良時代から平安時代にかけての遺跡は、広瀬川中流域の愛子を中心とする東部地域に多く

分布する傾向がみられる。この時期の遺跡としては、一本杉遺跡00。 平治遺跡(0。 二本松A遺

跡00。 郷六地区の沼田遺跡等が知られている。

このうち一本杉遺跡では、NTTラ インマンセンター建設に伴う調査において、平安時代の

竪穴住居跡 5軒が確認されている(宮城町教委 :1983末報告)。 また、県営住宅建設に伴う調査

においても、同時期の竪穴住居跡 2軒が確認されている (宮城県教委 :1985)。

中世から近世にかけては城館址が数多く分布しており、愛子地区においても、中世の宮城地

区を支配していた国分氏に関係すると思われる御殿館跡(4X本郷館跡

“

0・ 南館跡90・ 郷六氏の

居城といわれる郷六城跡などがある。

No 遺跡番号 遺  跡  名 立  地 時 代 No 遺跡番号 遺  跡  名 立  地 時 代

1 21148 芦 見 遺 跡 丘 陵 麓 縄文 23 21083 樋 田 A遺 跡 段  丘 縄文、古代

2 21146 谷 津 A遺 跡 谷底平野 縄文 24 21084 上 町 A遺 跡 段  丘 古代

3 21147 谷 津 B遺 跡 丘 陵 麓 中世、近世 21085 上 町 B遺 跡 段  丘 古代

4 21031 御 殿 館 跡 丘   陵 中世 21030 補 陀 寺 跡 段  丘 近世

5 ニ ツ 岩 遺 跡 段  丘 縄文晩 21086 観 音 A遺 跡 段  丘 吉代

6 21075 平 治 遺 跡 段  丘 縄文、古代 21091 南 館 跡 段  丘 中世

7 21076 車  B 遺  跡 段  丘 縄文、古代 29 21043 想 海 塚 跡 段  丘 中世

8 21074 車  A 遺  跡 段  丘 古代 30 21087 二 本 松 A遺 跡 段  丘 縄文、古代

9 21077 雷 神 A遺 跡 段  丘 古代 21089 棟 林 C遺 跡 段  丘 縄文、古代

10 21078 雷 神 B遺 跡 段  丘 古代 32 21088 棟 林 B遺 跡 段  丘 古代

11 21026 松 原 遺 跡 段  丘 縄 文 33 21097 五 輪 塔 遺 跡 段  丘 縄文、古代

12 21024 下 野 遺 跡 段  丘 縄文晩 34 21004 棟 林 A遺 跡 段  丘 縄 文

13 21027 北 原 街 道 遺 跡 段  丘 縄文前 21133 一 本 杉 遺 跡 段  丘 縄文中・後、平安

14 北 原 街 道 B遺 跡 段  丘 縄文前 。中 21096 栗 生 遺 跡 段  丘 古代

15 21079 堰 内 遺 跡 段  丘 縄文、古代 37 21029 西 館 跡 丘   陵 中世、近世

16 21140 樋 田 B遺 跡 段  丘 縄 文 21095 窪 遺 跡 丘 陵 麓 古代

17 21139 蛇 台 原 C遺 跡 段  丘 縄 文 39 館 淳嘔 跡 丘 陵 端 古代

18 21080 蛇 台 原 A遺 跡 段  丘 古代 弥 勒 寺 元 亨 碑 中世

新 宮 前 遺 跡 段  丘 古代 本 郷 館 跡 段  丘 中世

21137 観 音 堂 遺 跡 段  丘 縄文中、平安 21003 花 坂 遺 跡 段   丘 縄文中

榎 遺 跡 段  丘 古代 21025 中 原 遺 跡 段   丘 縄 文

21082 蛇 台 原 B遺 跡 段  丘 縄文、古代

表 1 遺跡地名表



このほか、鎌倉から室町期に築壇された宗教的行為に伴う遺構と考えられる想海塚跡90があ

る (宮城町教委・志間泰治 :1973)。

また、宮城地区内に遺る板碑としては二番目に古いものである、弥勒寺境内の元亨の碑也0な

どがある。

近世にはいると伊達家に関係する遺跡が多くなるが、なかでも伊達綱村の発意による吉成地

区の臨済院寺跡や、政宗の長女五郎八姫の御仮御殿と伝えられる西館跡00があるほか、愛子の

地名の由来になった子愛観音をまつるとの「安永風上記」の記載がある補陀寺跡90がある。

臨済院寺跡は、区画整理事業に伴う調査において、本堂跡や鐘楼跡と考えられる石垣や基壇・

庭園・井戸跡などが確認されている。 (宮城町教委 :1985末報告)

西館跡は、愛子バイパス建設工事に伴う調査において、出入口部通路部分の 2段構成の石垣

が確認されている。 (宮城県教委 :1987)

II.調査に至る経過

旧宮城町は特に東部地域において年々都市化が進み、大規模な宅地開発事業がつぎつぎと実

施されていた。

昭和57年 1月 山万株式会社による宅地造成事業が計画され、その後造成対象とされた旧宮城

遺  跡  名 調査年 調 査 担 当 検 出 選 構 士 週 物 文 献

想 海 塚 跡
宮城町教育委員会

志 FHg泰 治

三段築造の方形の塚

(鎌倉時代中期～室町時代)
北宋銭10枚 (「祥符通宝」「皇宋運宝J「元宝通宝J「紹聖元まJ)

権 現 森 山 遺 跡 官城県教育委員会 過僣無 剣片石器

農 学 寮 跡 遺 跡

(一本杉遺跡に改称)
宮城県教育委員会

竪穴住居跡 2軒・埋設上器遺構

(縄文時代中期末葉～後期初頭 )
縄文上器 (大木10式～南境式 )

― 本 杉 A遺 跡 宮城県教育委員会
竪穴住居跡 2蔚

(平安時代 )
上師器・須恵器

一 本 杉 B遺 跡 宮城町教育委員会

竪穴住居跡 5軒

(平安時代)
土師器・須恵器・中世陶器

蒲 沢 山 遺 跡

一
　

　

８４

宮城町教育委員会
竪穴住居跡22軒・上坑群

(縄文時代前期初頭)
製鉄関連通構(検出)

条痕文系土器・羽状縄文系土器 (素山 H式・上川名 H式～大木 1式 )
縄文土器 (大木 2・ 3・ 5a,7a・ 8a・ 8b式期 )
石器・弥生土器・鉄津

臨 済 院 寺 跡 宮城町教育委員会
寺院跡
(本堂跡・鐘楼跡・庭園・池跡・
井戸跡・排水施設 )

瓦 陶磁器 (17世紀古伊万里擁 相馬焼・平清水焼)

黒 森 山 遺 跡 宮城町教育委員会
製鉄炉跡 4基・炭焼跡

(平安時代)
羽回・鉄滓・ ロクロ上師器

西   館   跡 宮城県教育委員会 屋敷跡入口部石垣遺構
陶器 (総織部碗・美没丸皿・志野丸m・ 志野織部皿)
土師質土器
宋銭4枚 (「紹聖元宝」「景徳元宝」「至道元宝J「祥符通宝」)

観 音 堂 遺 跡 宮城呉教育委員会
竪穴住居跡 5軒・炉跡・埋設上器
遺構・土坑   (縄文時代中期)
竪穴住居跡 1軒   (平安時代)

縄文土器 (大木10式 )
石器
ロクロ土師器・須恵器

新 宮 前 遺 跡 宮城県教育委員会 遺構無 遺物無

表 2 宮城地区発掘調査成果一覧



町上愛子字谷津、字戸見 。字峯岸地内の周知の文化財の有無について協議があつた。これをう

けて宮城町教育套員会では、昭和59年 5月 に当該事業計画地内における分布調査を行ない、谷

津A・ 谷津 B・ 戸見遺跡の 3遺跡を発見した (第 3図 )。

その結果を基にして町教育委員会・山万株式会社の間で協議を行なったが、昭和59年 8月 山

万株式会社より当該事業計画地内の 3遺跡の保存については、事業計画の実施上困難である旨

の回答があった。

そのため町教育委員会では、記録保存を前提とする発掘調査を行なうこととして協議を行な

い、昭和60年 9月 発掘調査委託契約を結び、同年10月調査に入り、同年12月調査を終了した。

この間、調査の実施にあたっては山万株式会社より作業員および機材の提供、また調査の前

段階の伐採伐根作業等について便宜を図っていただいた。

Ⅲ。調査概要

調査は谷津A・ 谷津 B・ 芦見の 3遺跡を対象として、昭和60年 10月 4日 に開始 し、12月 2日

までの約 2ケ月間行なわれた。

轡
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�
繊慈ざ
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第 2図  宮城地区内で発掘調査 された遺跡



谷津A遺跡は、10月 4日 に調査に入り、10月 25日 に調査を終了した。調査対象面積は約4,000

∬、調査面積は約250m2で ぁる。調査方法はトレンチ調査とし、遺物・遺構の検出されたトレン

チを拡張していった。検出された遺構としては、時期不明の濤状遺構および土坑 2基があるほ

か、縄文時代中期中葉の上器片が少量出上している。

谷津B遺跡は、調査時において主体部が天地返しをうけたことが切らかになったため、比較

的自然地形をとどめていると思われる部分に、任意のテストトレンチ 1本 を設定して調査に

入った。しかし上層状態の観察からこの地点も撹乱をうけていることが確認されたため、10月

25日 だけで調査を終了した。

声見遺跡は、10月 26日 に調査に入り、12月 2日 に調査を終了した。調査対象面積は約3,000142、

調査面積は約900m2で ぁる。表採調査において鉄淳や焼上が確認されていたが、谷津 B遺跡同様、

撹乱や盛上により当初主体と考えた部分の調査が不可能となっていた。このため調査予定地内

の南側の平坦面に調査区を設定して調査に入った。

検出された遺構はなかったが、調査区北西側において、縄文時代晩期末棄から弥生時代初頭

の遺物包含層が確認された。



伍)谷津A遺跡

調 査 要 項

1,違―節 記 号 自城県遺跡地名表番号 21146
2.1遺帥の所在地 仙台市上愛子宇谷津お番地―

1.調 査 翔 聞 1985年 1明 4H～ 10月 251H

4,識郭鵡頼醸1約4,000m2

1.調 査 面
―
績  綺250me
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I.遺跡の立地

谷津A遺跡は斉勝川の支流である谷津川の右岸に立地している。調査地区は丘陵麓の谷底地

にあたり、南北に長い平坦面を有している。一部が宅地となっていたほかは、ほとんどが水田

として利用されており、わずかに畑地があった。調査時水田は休耕中であり、調査地区の北側

及び東側の一部は湿地化していた (第 1図 )。

このため調査にあたっては排水のための濤を調査区の周囲に掘削している。

標高は127m前後である。

Й,.t.Iv

84

88

第 1図 遺跡地形図



Ⅲ.調査の方法と概要

1.調査の方法
調査はトレンチによる遺構確認を基本とした。

調査区のほぼ中央に原点を設定し、これを基点として東西、南北両方向にそれぞれ直交する

かたちで 5m間隔で杭打ちを行ない、 5m× 5mの大グリッドを組んだ。さらにこの大グリッ

ドの中に lm× lmの小グリッドを設定した (第 2図 )。

トレンチの名称は、大グリッドでは、北に向って 5m毎に大文字のアルファベット(A・ B・

C……M)、 東に向って算用数字 (0、 1、 2……15)で表わした。小区画ではそれぞれ lm毎

に、北に向って小文字のアルファベット(a、 b…… e)、 東に向って算用数字 (1、 2…… 5)

で表わした (例 :原点G7-la)。

調査は2× 4mの トレンチを基本として、 3～ 6mの一定の間隔で調査を行ない、遺物もし

くは遺構が検出されたトレンチを拡張していく方法をとった。

2.調査概要
10月 4日 に調査に入 り、
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合計18地点に2× 4mを基本とするトレンチを設定して確認調査に入り、そのうち遺構・遺

物の検出された トレンチについては拡張を行っている。拡張を行ったトレンチの調査結果は以

下のとおりである。

調  査  区 検 出遺 構 出 土 遺 物 備 考

K-11ト レンチ 第 1土 坑 須恵器不片 (遺構外) 土坑埋上に多量のカーボン含有

A・ B-14 15区 薄 状 遺 構 土師器邪片・須恵器片 (埋土中)

I-4・ 5区 第 2土 坑 縄文土器片

I-6,7区 縄文土器片

Ⅲ.基本層位

調査区は水田として利用されていたが調査時は休耕しており、一部は湿地化していた。

調査区内において基本的に 3枚の層が確認された (第 3図 )。

I層 :水田耕作土

H層 :暗褐色シル ト土層10Y R3/3。 砂を多量に含む層で、調査区全域に分布し、厚さは5～20

帥程である。

m層 :黒褐色シル ト土層10Y R3/2。 ブロック的に砂を含む層で、調査区全域に分布し、厚さ

S
12640m―引

S
12740m―引

W
12640m―引

W
12740m引

N
卜

G-2ト レンチ西壁セクション図

N
ト

G-5ト レンチ西壁セクション図

Ｅ
卜
Ｇ トレンチ】ヒ壁セクション図

第 3図 調査区基本層序 (試掘 トレンチセクション図)



は 5～20cm程である。遺物はШ層中から出上している。

Ⅳ層 :黄褐色粘土質土層10Y R5/6。 いわゆる地山面で遺構確認面となっている。

IV.発見された遺構

今回の調査で発見された遺構としては、土坑 2基、濤状遺構 1条がある。

1.土坑
1号土坑 (第 4図 )

Kll-la～ K■ -2e区 において検出されている。上坑西側は調査区外にかかり全掘はお

こなっていない。南北130cm×東西推定150cmの規模を有しており、確認面からは25cm程掘りこ

まれている。平面形は隅丸方形を呈している。

残存する壁高はそれぞれ北壁10cm、 南壁10cm、 東壁15cm程度である。底面は北壁側が南北65

cm× 東西100clnの範囲にわたってさらに15cm程掘りこまれている。

埋土は単層で、暗褐色シルト層10Y R3/3の なかにカーボンを多量に含有している。埋土中か

らの遺物の出土はなかった。
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第 4図  1号土坑平面図

2号土坑 (第 5図 )

I-4・ 5区において検出され、長軸300cm×短軸200cmの 規模を有している。平面形は長楕

円を呈している。埋土は4層に分層できた。埋 1層 は小礫まじりの黒褐色土層10Y R2/2、 埋 2

層は黒褐色土層10Y R3/2、 埋 3層はにぶい責褐色土層10Y R4/3、 埋 4層は暗褐色土層10Y R

3/3と なっている。埋土中から縄文土器片が 1点出上している (第 7図 No l)。

残存する壁高は、北壁10cln、 南壁30cm、 東壁10cm、 西壁 8 cm程度であり、ゆるやかに立ち上

がっている。床面は南壁側が長軸100cm×短軸80cmの規模でさらに掘りこまれており、この部分

の壁高は30cm程度である。



2.溝状遺構 悌 6図 )
A・ B-14・ 15区において南北方向に走るように検出された。その規模は、巾30～ 50cm、 深

さは 5～ 15cm程 と浅 く、底面はほぼ平坦となっている。埋土は 3層に分層された。埋 1層 は黒

褐色土層10Y R2/2、 埋 2層 は暗褐色土層10Y R3/3、 埋 3層は砂がまじる褐色土層10Y R4/4と

なっている。埋土中から須恵器と土師器の邦の細片が、それぞれ 1点出上しているが図示する

ことはできなかった。

谷津A遺跡からは以上のほかに確認された遺構はなかった。またトレンチ等から出土してい

る縄文土器片は、基本層Ⅲ層中からのものであるが、これらに伴う遺構は検出されなかった。
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第 5図 第 2土坑平面図
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V.出土遺物

出土遺物 としては、縄文土器片35点、土師器片 1点、須恵器片 1点がある。このうち 2号土

坑からの縄文土器片および濤状遺構から出上した土師器、須恵器片を除いて、すべて遺構外出

土及び表採によるものである。

12980滓
EPA´

EPBmttittB

SPA SPA′

第 6図 清状遺構平面図
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Ne 区  画 器 形 部位 分 類 特 徴 地  文 胎 土・ 色 調 傭 写真団坂番号

2号■坑 深   鉢 体  部 頬 縄文 LR 暗黄褐色・小砂粒

体  部 類 縄文 黄褐色

深   鉢 体  部 類 撚 り糸 灰白色・小砂粒

深  鉢 底 部 類 縦位の平行沈線 無文 黄褐色・小砂粒

深  鉢 体 部 頬 条線 暗赤褐色・ 小砂粒

深  鉢 口縁部 2  類 口縁部肥厚・ 山形沈線 黄褐色・小砂粒

口縁部 2  頬 口唇部沈線・隆帯上に指頭状圧痕 無 文 黄褐色・小砂粒 同一個体か

深   鉢 口縁部 2  類 口唇部沈線・隆帯上に指頭状圧痕 黄褐色・小砂粒

深   鉢 口頸部 2  頬 縄文 ? 黄褐色・小砂粒

深  鉢 体  部 3  類 債位の平行沈線 弧線状沈線 無文 暗黄褐色・小砂粒

深  鉢 体 部 8  類 横位の平行沈線 ,PJh線状沈線 無文 暗黄褐色・小砂粒

深  鉢 体  部 4  頬 幅広の平行沈線の間が隆帝化、楕円区画 縄文 LR 赤褐色・小砂粒

4  類 幅広の平行沈線の間が隆帯化、楕円区画 縄文 LR 赤褐色・小砂粒

深   鉢 口縁部 2  類 貯,J字状隆帯 無文 黄褐色・小砂粒

第 7図  出土遺物・土器
第6図 溝状遺構土層注記表

層 土 色 土 性 備 考

基 本 層 I 盛土層

IJ 褐 色 土 層 10Y R4/4 シ ル ト 旧表上層

褐 色 土 層 10Y R4/4 砂質シル ト I層上に多量の砂が混じる

Ⅳ 黒 褐 色 土 層 10Y R3/2 ン アレ  ト

V 暗 褐 色 土 層 10Y R3/3 ン ル  ト 土坑状の落ちこみ埋土

Ⅵ にぶ い黄褐 色土 層 10Y R5/4 ン ル  ト

SDl溝 1 黒 褐 色 土 層 10Y R2/2

2 黒 褐 色 土 層 10Y R3/3 ン ル  ト



1.縄文土器
土器はいずれも深鉢片で、口縁部資料 3点をのぞいてほかはすべて体部資料である。これら

の上器について、胎土 。内外面の文様及び文様要素について観察を行なった結果、次の 4類に

分類することができた (第 7図 )。

第 1類 (第 7図 1～ 5)

いずれも月同部資料で、地文として縄文もしくは沈線が施文される。 4は底部を欠いているが

底部からの立ち上がり部分と思われる。

第 2類 (第 7図 6～ 9・ 14)

口縁部もしくは回頸部資料である。 6は 口唇部が肥厚され、その下部に山形状の沈線がひか

れている。14は口縁部に「∽」字状の隆帯がつき、回唇部に沈線がめぐっている。 7・ 8は 口

縁部につけられた隆帯上に指頭による押圧がされ、口唇部に沈線がめぐっている。 9は 口頸部

資料で外反気味に立ち上がる。くびれ部分が指頭による調整からわずかに隆帯化しており、そ

の下部に縄文が施文されている。

第 3類 (第 7図 10・ 11)

胴部資料である。小破片のため全体の文様構成は不明であるが、10。 11と もに縦位の平行沈

線から曲線状になると思われる沈線がひかれている。

第 4類 (第 7図 12・ 13)

胴部資料である。12・ 13と もに縦位の巾の広い平行沈線がひかれその間が隆帯化している。

沈線による楕円形の区画の中に縄文 (LR)が施文されている。
これらの出土遺物は、いずれも小破片であり全体の文様構成は不明であるが、 2・ 4類 とし

た土器は縄文時代中期大木 7～ 8式期に、3類の上器は後期前葉に比定されるものと思われる。

Ⅵ。まとめ

1.谷津A遺跡は蕃山丘陵の西端、斉勝川の支流である谷津川右岸の谷底地に位置している。

2。 発見された遺構としては、土坑 2基および濤状遺構があるが時期は特定できなかった。

3,発見された遺物としては、縄文土器 。上師器・須恵器・象J片類がある。縄文土器について

は、中期大木 7～ 8式期及び後期前葉のものと思われる。土師器と須恵器については時期を

特定することはできないが、平安時代のものと思われる。
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I.遺跡の立地

谷津 B遺跡は谷津A遺跡の北方約150mの地点、谷津川と芦見沼 (通称ボッコン堤)か ら流れ

でる小河川との合流点の北側の傾斜地にある。現状は山林となっていた。

標高は126m前後である (第 1図 )。

H.調査の方法と結果

1.調査の方法
分布調査時に鉄滓が集中して表採されたことから、製鉄関連遺構の存在が予想されていたが、

本調査時にこの地点に伐採作業のための作業道路が造られていたため、当初遺跡主体部と考え

ていた部分の調査は不可能となっていた。

このため、任意の地点に2× 4mのテストトレンチを設定し調査に入ったが、検出された土

層状態は大きな撹乱をうけたことを示しており、テストトレンチを入れたのみで調査をうち

きった。

第 1図 遺跡地形図



2.調査結果
分布調査時に表採されていた鉄滓 (流出浮)。羽回のほかは、テストトレンチから羽口の小破

片 4点が出上している。遺構は検出されなかった。

Ⅲ.出土遺物

トレンチおよび周辺から羽回の破片および鉄津が出土している。

1.羽 ロ
出土した羽口片は 5点で、うち 3点には鉄津や胎土中のガラス質が変化したと思われるもの

が付着している (第 2図 1～ 4)。

このうちの 1～ 3は羽回の先端部の破片で、炉体送風孔に取り付けられていたものと考えら

為

第 2図 出土遺物・羽口
牲=_rT¬_+甘~―す̈ ■甲

Cm



れるが、同一個体の羽口であるのかは、小破片でもあり判断できかねた。また 4は羽回の体部

資料で、外面には細い濤状のものがつけられている。

2.鉄滓
分布調査時に表採されていた鉄滓のほかに、流出滓と思われる鉄滓が 1点出上している (写

真図版 1-6)。

羽口や流出滓の出土から、製鉄炉が存在していたことがうかがわれるが、前述のとおり遺跡

主体書[と 考えていた部分が撹乱をうけていたことから、炉体の検出につながるような遺構・炉

壁材・炉内残留滓等の遺物は確認されなかった。

Ⅳ.宮城地区における製鉄遺跡の分布について

谷津B遺跡とともに、戸見遺跡からも鉄津が表採されており、表採調査時には炉体の一部と

思われる焼土遺構も確認されている。この声見遺跡も谷津B遺跡と同様、声見堤から流れでる

小河川の左岸南向き傾斜面に位置している。

今のところ愛子地区においては、この 2遺跡以外に製鉄関係遺跡は確認されていない。宮城

地区においてこれまで確認されている遺跡としては、調査が行なわれたものとして、蒲沢山遺

跡 (宮城町教委 :1982～ 1984-部概報済)・黒森山遺跡 (宮城町教委 :1985未報告)があるほか、

分布調査において作並地区の鎌倉山遺跡からも鉄滓が表採されている (第 3図 )。

蒲沢山遺跡は、宮城地区北部の芋沢地区を流れる赤坂川左岸に位置し、標高は210m程度と

なっている。区画整理事業に伴って調査が行なわれ、丘陵尾根部において縄文時代早期末棄～前

期初頭を中心とする遺構が確認されている。製鉄関連遺構はその丘陵麓の赤坂川沿の平坦部に

確認され、標高は180m程度である。

表採調査時から一帯に大量の鉄滓が確認されていたが、 トレンチ調査において製鉄炉の一部
と考えられる焼土遺構が検出され、赤坂川からこの遺構に向って巾 lm程度の水路状遺構も確

認されている。生産の行なわれていた時期については、所在を確認したのみで埋めもどしを行

なったため不明である。

黒森山遺跡は、吉成地区を流れる七北田川の支流である吉成川に沿った山間の谷底地に位置

し、標高は147m程度となっている。区画整理事業に伴つて調査が行なわれ、製鉄炉跡 4基が検

出されたほか、炭窯跡などが発見されているが、その他の遺構は確認できなかった。

このうち 1号炉としたものは、吉成川近くの平坦面に構築されており、炉の周辺 6× 6m程

の範囲に灰と木炭及び鉄淳が拡がっていた (第 4図 )。 炉の本体は、残存部高約0.4m、 上部径

約1.2m、 底部径約1.Omを測る。形状は円筒形のものである。炉壁にはスサ入の粘上が用いら

れており、還元焼成をうけたためか青灰色を呈していた。炉底には木炭と焼上がしきつめられ
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たような状態で検出され、厚さは約20cm程であった。その上にのるような形で羽口が、炉壁南

側から中央に向って出土している。

黒森山で確認された 4基の製鉄炉跡は、約300m2の範囲に集中しており、平坦面に構築された

炉 (2基)と 、斜面を利用して構築された炉 (2基)に分けることができる (第 4図 )。 炭窯跡

は、斜面を利用した素掘りの上坑状のもので、形状は楕円形を呈していた。
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第 4図 黒森山遺跡遺構配置図



黒森山遺跡で鉄生産の1行なわれていた時期については、■号炉ゆ形態や灰申からロクロ土師

器獅片がJとしている.こ とからみて、平安時代以降と考―えられる。

1魂潅のとこち確認.さ
―
れて'いる製鉄に関係する1遺跡は、以上の SI遺跡であ―益 こ.|れらの増跡の

立地につ 工ヽて|み―ると、予う|ずれも:潮II沿の綾斜面にあp.1山画地に位置し
―ている..

宮城地区内にはこれら,遺跡以外にも、各地に「鉄ぐずがでた」という
1話がある麟か、隣

原JoF鐵治屋前Jなどの地名
―
ものとつている。.期 な分布調査を要施してい卵鶏 さら―に

製鉄蘭篠遺跡が発見される可能隆が瘍ると息われるぉ

Ⅵ。まとめ

1-.谷津B遺跡ほ1蕃山丘陵の西端,斉鰺川の支流である谷清川と1芦見沼から流れで1る小河川と

の合流点、14側の傾斜面に位置している。

2.発見きれた遺物としては、蒻口および鉄津があるぉ

ユ.調査対象地点が大きく撹乱をうけていたた夢遺構8確認されなかつた。
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写真 1 出土遺物 :羽口・鉄滓
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N01・ 3・ 5～ 7-第 1号炉出土
N02-第 5号炉  No 4-第 8号炉

写真 5 黒森山遺跡出土遺物・羽口、鉄滓



儒)芦 見遺跡

調 査 1要 項 ―
1.遺 鯨 記 与 宮競県遺跡地名表番号-21i43

・2‐ 遺疎所在1地 仙台市上愛子字1峯岸麹内

1.調 査 ―期 FB4 1985年 10月 26日‐W開 2日
―

4・ 調査対象面積 ―綿 ,000mP

3.制 ―査 面 積  約9001m2
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I.遺跡の立地

芦見遺跡は谷津A・ B遺跡の西方約350mの地点にある。声見堤 (通称ボッコレ堤)か ら流れ

でる小河川の左岸にあり、南向きの緩斜面から続く平坦面にかけて立地している。現状は山林

となっていた (第 1図 )。

標高は134m前後である。

H.調査の方法と結果

1.調査の方法
分布調査時には今回の調査地点の北側緩斜面において、鉄淳が表採されていたほか、伐根さ

第 1図 遺跡地形図



れた跡に焼土等も露出していたことから、谷津B遺跡と同様製鉄関連遺構の存在が予想されて

いた。

しかし本調査時に、この地点に厚く盛上が行なわれていたほか、大規模な切土も行なわれて

いた。そのため、当初予定していた地点の南側の平坦面を調査対象とした。

調査区全域において、重機による伐根及び表土除去作業を行なったのち、ジョレン等により

精査を行ないながら遺構検出作業に入った。

2.調査の結果
調査区のうち東側部分からの遺物の出土、遺構の検出はなかった。調査区北西道路側の地点

に、遺物が多量に集中していたが、それに伴う遺構は検出されなかった。

また、調査区北側の分布調査時に鉄滓や焼土が確認されていた区域のうち、自然地形が残っ

ていると思われる地点 3ケ所に、任意のテストトレンチ (2m× 6m)を設定し、調査に入っ

たが遺構・遺物ともに確認されなかった。

Ⅲ.遺物包合層 (第 3図 )

重機による伐根作業ののち、遺構確認面までの表土除去作業を行なっている。調査区の現況

はほぼ平坦面であるが、西側部分では一段下るかたちとなり、南に向った傾斜面となっている。

東側部分との比高差は約 lm程である(第 2図 )。

東側調査区では、表土から20～30cm程度で地山面となり、遺物の出土はほとんどなかった。

西側調査区において、調査区西端にある凹地を呈する部分に北側から流れこむ形で遺物包含
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第 2図 調査区・平面図



層を確認した。包含層までの表土からのレベルは、50～70cm程度である。包含層の厚さは、そ

れぞれ北側で約20cm、 南側で約10cm、 東側で30cm程である。

3

層 土 色 土   性 備 考

I 黒 色 上 層 10Y R2/1 ボツボソでしまり無・遺物を多 く含有

II にぶ い黄褐 色上 層 10Y R5/4 シ アレ ト 遺77vを多く含有

II 褐 色 土  層 10Y R4/4 シ アレ ト 遺物を多 く含有

Ⅳ 褐 色  土  層 10Y R4/6 シ フレ ト l cm大 のオヽ礫含有、遺物を多く含有

暗 褐 色 土 層 OY R3/4 l cm大 の小礫含有

Ⅵ 黒 褐 色 土 層 10Y R3/2 l cm大 の小礫含有

Ⅷ 禍 色 土 層 10Y R4/6

硝540F恥 ぽA′

〆Bフ略540ボ喝

0                 2m

SPC
引
13540m

第 3図 遺物包含層セクション図

IV.出土遺物

1.土器
今回の調査で出上した土器の分類は、文様等の特徴から時期区分の可能なものをA群とし、

地文のみのものをB群、それ以外の不明のものをC群としてあつかった。

A群土器については、器形や文様等から時期区分を行い、第 1群～第 3群まで設定した。

(1)第 1群上器

縄文時代後期に位置づけられる土器群 (1～ 13)。

12)第 2群上器

晩期末葉に位置づけられる土器群で、深鉢・鉢形土器・浅鉢形土器・重形土器がある。これ

はさらに文様によって細分される。



<深鉢・鉢形土器 >

A類

B類

BI類

BH類

B HI類

B IV類

BV類

BⅥ類

口頸部が変化なく立ち上がるもの (第 5図 16。 17)。

口頸部がくびれて、日縁部が外反・外傾もしくは直立するもの (実測図 1・ 2、 14・

15。 18～ 46)、 口縁部の形態や口頸部の文様から次の 6類に分類される。

平縁な口縁部が直立、頸部に沈線が施文されるもの。

平縁な口縁部が外反、頸部が無文となるもの (a:突起有、b:突起無)。

小波状口縁、頸部が無文となるもの (a:口縁部直立、b:口縁部外反)。

平縁な口縁部が直立、頸部が無文となるもの。

平縁な口縁部が外反、頸部に沈線が施文されるもの。

小波状口縁、頸部に沈線が施文されるもの (a:口縁部外反、b:口縁部直立)。

<浅鉢形土器 >

A類  :口縁部がやや内弯気味に立ち上がるもの (48・ 49・ 51・ 52・ 53)。

B類  :口縁部がやや外反気味に立ち上がるもの (47・ 50・ 54)。

C類  :台付浅鉢 (105～ 108)。

<壺形土器>

肩部～体部資料が中心であり、細分は行なわず一括してとりあつかった (55～ 62)。

13)第 3群土器

弥生時代初頭に位置づけられる土器群 (64～ 68)。

(1)第 1群土器 (第 5図 1～19

縄文時代後期に位置づけられる土器群で、いずれも深鉢・鉢型土器である。

1・ 2は二条単位の細い隆線の上に、粘土粒による貼り瘤がつけられている。地文は無文と

なっている。 1の沈線化した部分には丹塗り痕がみられる。

3は横位沈線と蛇行しながら垂下する沈線が交差している。地文は縄文で、縄文原体はRL

である。 4は横位沈線がめぐり、地文は縄文となっている。縄文原体はRLである。

5～ 13は、平行沈線によって区画され、短沈線や刺突文がつけられるものである。

6～ 8は、間隔のあいた平行沈線の間に「ノ」字状の短沈線がつけられている。地文は無文

となっている。 7は、沈線の上に粘土粒による貼り瘤がつけられている。 9～ 13は いずれも小

破片であり、全体の文様構成は不明であるが、平行沈線によって区画された間に刺突文又は縦

位の刻目がつけられている。

13は 口縁部資料であり、平口縁の口唇部に縦位の刻目がつけられその下に平行沈線がめぐっ

ている。



12)第 2群土器

縄文時代晩期に位置づけられる土器群。深鉢・鉢形土器、浅鉢形土器、壼形土器の3形態に

分類される。

<深鉢・鉢形土器 >

口縁部資料

A類  :口頸部が変化なく立ち上がるもの (第 5図 16・ 17)。

B類  :口頸部がくびれるもの (14・ 15。 18～ 46)。

口頸部がくびれて、口縁部が外反・外傾もしくは直立するものである。回縁部の形態や口頸

部の文様から次の 6類に分かれる。

平縁な口縁部が直立、頸部に沈線が施文されるもの。

平縁な口縁部が外反、頸部が無文となるもの (a.突起有、b.突起無)。

小波状口縁、頸部が無文となるもの (a.口縁部直立、 b。 口縁部外反)。

平縁な口縁部が直立、頸部が無文となるもの。_

平縁な口縁部が外反、頸部に沈線が施文されるもの。

小波状口縁、頸部に沈線が施文されるもの(a.口縁部外反、 b.口縁部直立)。

平口縁、直立、顕部に沈線 (14・ 15)

16は、比較的小型の上器と思われる。回頸部がやや内弯気味に立ち上がり、内面には低 く陵

線がつけられている。口縁部は平行沈線によって、体部文様と区画している。体部文様は縄文

となっている。

17は、直立気味に立ち上がる口縁上部が外反し、回唇部に沈線がひかれている。

BHa類 :平口縁、外反、頸部無文、突起有 (19)

外反する口縁部に頂部が三分された低い山形の突起がつけられている。体部文様は不明であ

る。

BHb類 :平口縁、外反、頸部無文、突起無 (20)
口頸部の無文帯の巾がせまく、体部文様は縄文が施文されている。

BHa類 :小波状口縁 。直立 。頸部無文 (実測図 1・ 2、 18・ 21～ 23・ 25～ 27・ 29・ 33)
口縁部が上からの押圧もしくは刻み目状の沈線によって、小波状を呈するもの。口唇部の側

面が押圧されて小波状を呈するもの (18・ 21・ 22)と 、口唇部が押圧もしくは刻み目状の沈線

によって小波状を呈するもの (実測図 1・ 2、 23・ 25～ 27・ 29。 33)がある。

頸部の無文帯の巾はせまく、体部文様は縄文が施文されている。縄文原体は22・ 29が LRの

ほかは、表面が摩滅しているため不明である。このうち実測図 2は、頸部に沈線がめぐってい

る。

BI類

BH類

B HI類

BⅣ類

BV類

B VI類

BI類



BⅢ b類 :小波状口縁、外反、頸部無文 (34)

34は、口唇部の側面が上からの押圧によって小波状を呈しており、やや外反気味に立ち上がっ

ている。

BⅣ類  :平口縁、直立、頸部無文 (28・ 32・ 35。 36)

28は、平口縁でやや内弯気味に立ち上がり、口頸部が大きくくびれている。回縁部の無文帯

の巾が広く、体部文様はLRの縄文が施文されている。

32は、平口縁でやや外反気味に立ち上がっている。口唇部がやや肥厚されており、沈線によっ

て区画された口縁部の上端に、縄文が施文されている。

35は、口縁部の上端がやや外反気味に立ち上がっている。口頸部のくびれ部分に、横位の綾

くり文が施文されている。

24・ 30・ 31の資料は、日縁部を欠いているが、いずれも頸部がくびれ、体部文様は縄文が施

文されている。原体は、30・ 31が LRと なっている。

BV類  :平口縁、外反、顕部に沈線 (37・ 40)

37は、口縁部上端がつよく外反し、頸部には、巾の広い浅い沈線がひかれている。

BⅥ a類 :小波状口縁、外反、顕部に沈線 (39)

39は、口唇部が上からの押圧によって小波状を呈しており、頸部には、巾のせまい深い沈線

がひかれている。

BⅥ b類 :小波状口縁、直立、頸部に沈線 (38・ 42～ 46)

口唇部が押圧されて小波状口縁となるもの (38・ 42・ 43・ 45・ 46)と、口縁部の上端が押圧

されて小波状口縁となるもの

“

0がある。

43と 44は、頸部に巾の広い浅い沈線がひかれており、内面に巾の広い沈線がめぐっている。

41は、口縁部を欠いているが、くびれた頸部に巾の広い浅い沈線がひかれている。

<浅鉢形上器 >(47～54)

いずれも口縁部資料で、口縁の形状はすべて平口縁である。そのうち50・ 52には突起がつけ

られている。口顕部がやや内弯気味に立ち上がるもの (A類)と、やや外反気味に立ち上がる

もの (B類)と がある。

A類 :口頸部がやや内弯気味が立ち上がるもの (48・ 49・ 51・ 52・ 53)。

口縁部がやや内弯気味となり、口縁に沿った平行沈線がひかれるもので、内面に稜を形成す

るものが多い (48・ 49・ 52・ 53)。

49は肥厚させた口唇部に沈線がつけられている。52は口縁部に頂部が三分された山形の小突

起がつけられている。回唇部には沈線がひかれており、突起部分で頂部に抜ける。53は 口頸部

がやや屈曲している。口縁に沿ってひかれた平行沈線の一部を彫去して、「πJ字文状にしてい



る。沈線の中には丹塗りの痕跡がみられる。

B類 :口頸部がやや外反気味に立ち上がるもの (47・ 50・ 54)。

47・ 54は 口縁に沿って平行沈線がめぐり、内面には一条の沈線がめぐっている。

50は口縁部に頂部が三分された山形の突起がつけられている。口唇部には沈線がひかれてお

り、突起部分で頂部に抜ける。口縁に沿った沈線がひかれ、その下に反転する沈線の入り組ん

だ工字状文がつけられ、その中に一条の沈線が力日えられている。

<壺形土器 >(55～62)

61が口縁部資料であるほかは、いずれも頸部から体部にかけての資料と思われる。

57は平行沈線の間に、横位沈線の一部を彫去した工字状文がつけられ、交点部分に粘土によ

る盛り上げを行なっている。61は口縁部資料で、やや外反気味に立ち上がり、日縁に沿った沈

線がひかれている。62は肩部資料で、肩部に沿った沈線がひかれ、その下に反転する沈線の入

り組んだ工字状文が垂下している。

63は小破片で器形は不明である。細かな刺突文がつけられ、変形工字文の一種と思われる沈

線がひかれている。

<体部資料 >(実測図 4・ 69～ 98)

いずれも深鉢・鉢形土器の体部資料で地文は撚り糸や縄文が施文されている。

69・ 70、 94～96はいずれも、撚り糸によって施文されており、71～75はつよく内弯している。

69。 70。 95の表面にはカーボンの付着が認められる。

76は節の太さの異なるLRと RLの 2本の縄文により羽状縄文としている。77も 2本の縄文

による羽状縄文が菱形に組み合っている。

97・ 98は口頸部付近の資料と思われ、頸部が無文となっている。

<底部資料 >(実測図 3・ 99～ 109)

99～104は深鉢・鉢形土器の底部と思われる。底面はいずれも無文で、ケズリ調整が行なわれ

ている。実測図 3・ 103は底面に 4単位のコブ状の突起がつく鉢形土器と思われる。実測図 3は

口縁部が欠けているが、内弯気味に立ち上がっている。平行沈線の下半には縄文 (LR)が施

文され、底部近くはミガキ調整によって無文化している。103は底部近くに巾の広い平行沈線が

めぐっている。

105～108は浅鉢形土器の台部資料である。106は不部の内面底部に棒状施文具によって円文が

施文されている。107・ 108は平行沈線がめぐっているが、108は沈線部分に丹塗りの痕跡がある。

<上製品>(108)

変形工字文の一種と思われる沈線区画の中に、細かな刺突が施文されている。内面はナデ調

整されている。



(3)第 3群土器

“

4～ 68)

弥生時代初頭に位置づけられる土器群。いずれも体部資料である。

64・ 65・ 67は、三条の細く深い平行沈線がひかれ、体部文様は縄文が施文されている。68は、

二条の平行沈線の間に、反転する入り組んだ工字状文がつけられ、その中に一条の沈線がカロえ

られている。

上器の年代 について

出上した土器のうち主体となっている第 2・ 3群とした土器についてみると、器種としては

深鉢 。鉢形土器、浅鉢形土器、壺形土器がある。しかし出土資料のほとんどは破片であり、全

体の器形がうかがわれるものは 2・ 3例程度と、十分な観察は行なえなかった。

深鉢・鉢形土器については、回縁部の形態や頸部に無文帯を有するものとそうでないもの等

の若千の差異は認められるものの、いずれもいわゆる粗製土器と考えられるものである。

これに対して、浅鉢・壼形土器は深鉢・鉢形土器に比して量的にはかなり少ない。このうち、

浅鉢形土器については器形の特徴として、口縁部が内弯気味のものと外反気味に立ちあがるも

のとがあり、それぞれに台付のものが含まれると考えられる。

こうした組成や文様の特徴から、これらの上器群については縄文時代晩期末葉から弥生時代

初頭に位置づけられると考える。

本遺跡の遺物包含層は細別では 7層 に分層でき、このうち 1～ 4層中において土器の集中が

認められている。しかし今回の調査は範囲もせまいうえに出土量も少なく、層位的な器種組成

の変化や文様構成の変化を把握できるものではなかった。

これらの上器群を県内の他遺跡と比較してみると、大洞A′式とされる一迫町山王遺跡第Ⅳ層

出土土器群や、古川市の宮沢遺跡、若柳町柴の脇遺跡、弥生時代初頭とされる山王遺跡第Ⅲ層

出土土器群、一迫町青木畑遺跡出上の上器に類似している。これらの点から声見遺跡出上の上

器についても、ほぼ同時期に位置づけることができるものと考える。
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第 5図 拓本土器(1)観察表
Na 区 画 器  形 部位 分 類 特 徴 地  文 胎土・ 色調 備 考 写真図版番号

深   鉢 体 部 群 細い隆線の貼 りつけ、瘤付上器 無文 暗褐色 丹塗 り痕

A-3d 深  鉢 体  部 細い隆線の購 りつけ、瘤付上器 無文 暗黄褐色

深   鉢 体  部 群 横位沈線に垂下する沈線が交差 縄文RL 黄褐色

深   鉢 体 部 群 区画沈線の―部 縄文 RL 暗赤褐色

深  鉢 体 部 群 沈線 無文 黄褐色

深   鉢 体 部 群 沈線 無文 黄褐色

A-3d 深   鉢 体  部 平行沈線・ 「ノJ字状短沈線・貼 り瘤 無文 黄褐色 同一個体か

深  鉢 体 部 群 沈線・「ノ」字状短沈線 無文 黄褐色

深   鉢 体 部 群 沈線により隆帯化した部分に刺突文 無文 暗黄褐色

深   鉢 体 部 群 沈線・ 刺突文 無文 暗赤褐色

深   鉢 口縁部 群 平行沈線間に横位の刻み目 無文 暗赤褐色

深   鉢 外 部 群 縦位の刺突文 無文 暗褐色

深   鉢 口縁部 口唇部に縦位の刻み目・区画沈線 無文 明黄褐色

深鉢・鉢 回縁部 BI類 区画沈線  内面に低い稜がつ く 縄文 暗赤褐色

深鉢・鉢 口縁部 BI類 区画沈線 無文 暗赤褐色

D-3d 深鉢・鉢 口縁部 B 群 折り返し口縁 縄文 RL 暗褐色

深鉢・鉢 口縁部 B   群 口縁沈線・細い隆線 縄文 RL 黄褐色

深鉢・ 鉢 回縁部 Bma類 口唇部側面押圧 縄 文 黄褐色

深鉢・鉢 口縁部 B II a頬 頂部に刻み目の入った小突起 無 又 暗褐色

深鉢・ 鉢 日縁部 B II b類 無文 暗褐色

第 5図 出土遺物・土器 (1)
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区  画 器  形 部位 分  類 特 徴 地  文 胎 土・ 色 調 備 考 写真国版番号

深鉢・鉢 口縁部 B IIr a類 口唇部倒面押圧 縄文 暗褐色・小砂粒 頸部無文

B-3 深鉢・鉢 回縁部 B IIt a類 口唇部側面押圧 縄文 LR 暗褐色・小砂粒 頸部無文

深鉢・鉢 口縁部 B III a類 口唇部押圧 無文 明黄褐色 頸部無文

深鉢・9HN 口顕部 頸部無文 縄文 明黄褐色

口縁部 BⅢ a類 口唇部押圧により小波状曰縁 を呈する 縄文 暗黄褐色 頸部無文

深鉢・鉢 口縁部 B III a類 国唇部押圧により小波状口縁を呈する 征
小

暗黄褐色 頸部架文

深鉢・鉢 回縁部 Bma類 回唇部IT圧 により小波状口縁を呈する 伍
＾

暗黄褐色 頸部無文

深鉢・鉢 口縁部 BV類 頸部無文 縄文LR 赤髄

深鉢・ 鉢 口縁部 B11l a頌 口唇部に縦位の細い刻み目 縄文 LR 暗褐色 頸部無文

深鉢・ 鉢 口頸部 頸部無文 縄文 LR 黄褐色

深鉢・鉢 口頸部 頸部無文 縄文 LR 黒偶色

深鉢・鉢 回縁部 BⅣ 類 口唇部下に沈線がめぐり、縄文充填 黄褐色

深鉢・鉢 口縁部 Bna類 口唇部押圧により小波状回縁を皇する 縄文 赤褐色

深鉢・鉢 口縁部 B III b類 口唇部側面押圧により小波状口縁を呈する 無文 黒褐色

第 6図 出土遺物・土器 (2)
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拓本土器13)観察表

頸部に横位の綾くり文

回唇部押圧により小波状口縁・平行沈線

口唇部押圧により小波状口縁・平行沈線

横ナデによる隆線 外面―暗禍色
内面―赤褐色

口唇部押圧により小波状回縁・平行沈線

口唇部押圧により小波状回縁内面に幅広の沈線

口唇部押圧により小波状口縁内面に幅広の沈線

口唇部押圧により小波状口縁

回唇部押圧により小波状回縁

口縁に沿って平行沈線・内面に沈線

口縁に沿って平行沈線・ 内面に稜

口縁に沿って平行沈線・ 内面に機

頂部に刻み目の入った山形突起・工字状文

口縁に沿った平行沈線

頂部に刻み目の入った山形突起

口縁に沿った沈線の一部を影去した「πJ宇状文

第 7図 出土遺物・土器 (3)
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第 8図 拓本土器141観察表

平行沈線の一部を彫去 した工字状文

平行沈線の一部を彫去 した工争伏文

沈線の下部に反転する沈線の入組んだ工争伏文

平行沈線の上部にループ状沈線・束」突文

三本を単位とする沈線

三本を単位 とする沈線

三本を単位 とする沈線

二本を単位 とする沈線 FEqに反転する沈線の入組んだエ

字状文 。その中に一条の沈線

第 8図  出土遺物・土器 (4)
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第 9図 出土遺物・土器 (5)
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第10図 拓本土器16)観察表
区 画 器  形 部位 分  類 特 徴 地  文 胎土・ 色調 備     考 写真図版番号

B-3b 深鉢・鉢 体 部 B   群 縄文LR 黄褐色

A-3d 深鉢・鉢 体 部 B   群 縄文 黒褐色 16-90

A-3d 深鉢・鉢 体 部 B  群 無節 暗褐色 16-91

A-3d 深鉢・鉢 体 部 B  群 縄文 暗黄褐色

B-3 深鉢・鉢 体 部 B 群 無節 赤褐色

B-3b 深鉢・鉢 体 部 B  群 撚 り糸 暗黄褐色 16-93

表  採 深鉢・鉢 体 部 B 群 撚 り糸 黄褐色 カーボン付着 16-95

深鉢・鉢 体 部 B  群 撚 り糸 黄褐色 16-96

B-3b 深鉢・ 鉢 口頸部 B  群 縄文LR 暗灰色

B-3 深鉢・ 鉢 口頸部 B 群 縄文 LR 暗褐色 16-98

第10図  出土遺物・土器 (6)
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第 11図

NO 区 画 器  形 部位 分 類 特 徴 地   文 胎 土 色 調 備 考 写真園阪番号

深   鉢 底 部 底面ケズリ調整 暗黄褐色 17-99

深   鉢 底 部 底面ケズリ調整 晴黄褥色・砂粒多

B-4d 深  鉢 底  部 底面ケズリ調整 暗黄褐色

表  採 深  鉢 底  部 底面ケズリ調整 褐色

A-3d 鉢 底 部 底面にコノ状の突起 (4単位 ?) 縄文 LR 黄褐色

深   鉢 底  蔀 底面ケズリ調整 縄文 LR 内外面赤褐色

台付浅針 台 部 C   類 ミガキ調整 明褐色

台付浅針 台 部 C  類 イ部内面底部に沈線による円文 無文 暗黄福色

台付浅針 台 部 C  類 平行沈線 淡黄色

台付浅針 台 蔀 C  銅 平行沈線 暗黄褐色・小砂粒 丹塗 り痕

土 製 品 沈線区画の中に刺突文 外面―暗黄褐色
内面―黒掘色

内面調整

第11図 出土遺物・土器 (7)



2.石器と石製品
石鏃 (第 12図 1 図版18-1)

偏平で鋭い先端部をもつ小形の石器で、 1点出土している。形状は柳葉型である。二次加工

が全面に及び、素材面は確認できない。

ポイント (第 12図 4 図版18-4)

偏平で鋭い先端部をもち、石鏃より厚 く重量のある石器で、 1点出土している。剣片を素材

とする。有茎で茎部は両面加工により作り出されている。先端部は背面の 1側辺を除き二次力日

工が施されている。

箆状石器 (第 12図 2 図版18-2)

基部側から刃部にかけて両側辺が平行あるいは広がる石器で、 1点出上している。象」片を素

材とし、その打面部を基部としている。刃部、側辺部ともに両面加工が施されているが、刃部

はより細かな二次加工で作り出されている。

二次加工ある石器 (第 12図 3・ 6 第13図 10 図版18-3・ 6・ 10)

第12図 3は、剣片の縁辺に連続的に二次力日工を施したものである。打面部は除去されている。

打面部側と末端部側の両縁辺に両面加工が施され、ともに一部が鋸歯線に近い形状をしている。

また、両者の縁辺は鋭角に交わり尖頭部を作 り出しているようにも理解される。

第12図 6、 第13図10は、剣片の縁辺に散発的に二次カロエの施されたものである。 6は背面側

の左側辺部に二次加工がみられる。10は背面の末端部と腹面の左側辺上端部に二次加工がみら

れる。

象J片 (第 12図 5。 7 第13図 8・ 9 図版18-5・ 7・ 8。 9)

4点出土している。すべて流紋岩である。

石核 (第 13図 11・ 12、 第14図 13・ 14・ 15、 図版18-11・ 12、 図版19-13・ 14。 15)

ネガティブバルブをもつ剰離面で構成される石器で、それらから象!離された破片が石器の素

材となったと推定させるものである。 5点出上している。石材は黒耀石、珪質頁岩、珪質凝灰

岩で、流紋岩が欠如している。素材は象」片、粗害」片、礫である。11は剣片を素材 としてその折

断面を打面に剣片を象」離している。12も剣片を素材として背面側と主な剣離作業面としている。

13は粗割片を素材とする。14も 粗害!片を素材 としほぼ全面に象↓離作業が及んでいる。15は礫を

素材とし、主に片面を剣離作業面としている。

石錘 (第 15図16 図版19-16)

偏平な礫の両端をカロエし扶り部を作り出したもので 1点出上している。

凹石・磨石類 (第 15図 17・ 18・ 19、 図版19-17・ 18・ 19)

円礫を素材とし、凹痕、磨痕が認められる石器で、 3点出土している。17、 19は磨痕をもつ



ものである。18は 凹痕と磨痕をもつものである。

石棒 (第 15図20 図版19-20)

両端に頭部をもち断面が円形で棒状を呈するもので 1点出上している。全面敲打により整形

されているが一部研磨されているところもある。

V。 まとめ

1.戸見遺跡は春山丘陵の西端、声見沼から流れでる小河川の左岸に位置している。

2。 今回の調査において発見された遺構はないが、分布調査時に製鉄関連遺構の一部と思われ

る焼上が確認されたほか、鉄滓が出上している。また、縄文時代晩期から弥生時代初頭にか

けての遺物包含層を確認した。

3.遺物包含層は、調査区西端の凹地に北側から流れこむように確認されている。このため今
回の調査地点の北側に遺明の主体部があったと思われる。

4。 発見された遺物としては、縄文土器・弥生土器 。石器・石製品がある。土器は縄文時代晩

期大洞A/式期～弥生時代初頭山王Ⅲ層式が主体 となっている。石器・石製品としては、両頭

の石棒 。石鏃などがある。

第 1表 石器観察表
器    種 出土地点 石  材 長さ(mm) 幅 (mm) 厚 さ (tlm) 童量 (g) 打角 (度 ) 打  面 素  材 背 面 構 成 備    考

鏃 玉   髄 32

箆 状 石 器 買   岩 釧   片

二次加工ある石器 鉄 石 英 剣  片 火熱によるはじけあり

ポ  イ 貢   岩 剣   片 自

制 片 流 紋 岩

二次カロエある石器 流 紋 岩 剣   片

剣 流 紋 岩 自十二

剣 流 紋 岩 (429) 打面側歯欠

剖 片 流 紋 岩

二次カロエある石器 珪質凝灰岩 剣  片

核 黒 曜 石 剣   片

石 核 瑳質凝灰石 劉   片

石 核 買   岩 粗 割 片

石 核 差質凝灰岩 粗 割 片

石 核 貫   岩 礫

錘 安 山 岩 礫

凹 石 ・ 磨 石 類 安 山 岩 磨痕のみ

凹 石 ・ 磨 石 類 安 山 岩 凹痕 と磨痕

凹 石 ・ 磨 石 頬 安 山 岩 磨痕のみ

石 俸 凝 灰 岩
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第13図 出土遺物石器実波」図 (2)(縮尺2/3)



第14図  出土遺物石器実測図 (3)(縮尺2/3)



第15図  出土遺物石器実測図 (4)(縮尺16～ 19=1カ、20=1/3)
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石棒出土状態
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写真11 拓本土器 (1)
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